































後漢 (１世紀) の 『漢書』 地理志が後世の範となる完成度を有し､ 宋代 (世
紀) の 『太平寰宇記』 においてすでに記載は定式化されたとされる｡ また宋代
岸田吟香・矢津昌永・米倉二郎の中国地誌 
１) 石田龍次郎 『日本における近代地理学の成立』 大明堂､ 年､ 頁｡
２) 初期の風土記については､ 同時期に編纂された日本書紀の編纂資料とするために集





















る甲斐もなし｣ と｡ 明治維新という大きな社会変革の背景には､ 被植民地化へ
の恐怖というべき､ グローバル化への否応のない対応があった｡ 外国地誌はそ
の中で立ち現れてくる｡ 近代的地誌では､ 世界すなわち他者としての地域を記
載することが､ 時代の要請として､ その主たる目的となっていった｡ この視角





研 究 年 報 ()
３) 周迅《中国的地方志》商務印書館､ 年､ 	頁｡
４) 従前路過州的人, 問起有没有志書, 一説没有, 都対州很藐視, 把州看作
陋邦｡ 現在志書修成了, 州従此有光彩了｡《正徳州府志》｡ ただし周迅 ()
前掲注３ (	頁) の引用による｡
５) 福沢諭吉 『世界国尽』､ 『福澤諭吉著作集』 第２巻所収､ 慶応義塾大学出版会､ 		
年､ 
	頁｡ 初出は明治二年 ()｡



















天保四年 () に美作の旧家に生まれた岸田は､ まず津山
で､ のちに江戸へ出て学問を修めた｡ 江戸では昌平黌や藤森天山の下で学び､
漢学に対する深い理解を得た｡ ヘボンの和英辞典編纂を手伝うことになったの




点眼薬 ｢精水｣ の販売に成功し､ 楽善堂薬舗を開く｡ 後半生は中国への関心
を高め､ 中国各地に楽善堂の支店を開設したほか､ 荒尾精の日清貿易研究所設
立 (明治二十三年) や近衛篤麿の東亜同文会設立 (明治三十一年) に協力して
いる｡ 明治三十八年 () に東京で死去した｡ 年の生涯であった｡
岸田が初めて中国の地に足を踏み入れたのは慶応二年 (		年) である｡ 半
年余り上海に滞在して､ ヘボンが和英辞典を印刷するのに立ち会っている｡ ２
回目の渡清は慶応四年で､ 江戸と横浜の航路に就航させる蒸気船を買うためで





に携わるようになり､ 興亜会に参加し､ 遊清人懇親会を設立している｡ 『清国
地誌』 はこうした中国への関心の高まりの中､ 明治十五年に出版されている｡
その後､ 明治十五年､ 十六年､ 十八年､ 十九年､ 二十一年と､ 毎年のように中
国へ通い､ また多くの時間を彼の地で過ごしている｡ この間に楽善堂の支店を
中国各地に開いていった｡ その中には荒尾精の諜報活動の拠点となった漢口支









岸田吟香の 『清国地誌』 は､ 明治十四年五月に出版届けが出され､ 翌十五年




られる｡ 本書に先立って出版されていた中国地誌としては､ 沖正修 『支那地誌





ただし 『清国地誌』 は岸田が自ら著述したものではない｡ 明治十年に近藤圭




同じものである｡ 書名を変更し､ ｢近藤圭造纂輯｣ を ｢岸田吟香纂輯｣ に変え







矢津は文久三年 (	) に肥後の武家に生まれた｡ 熊本で私塾
岸田吟香・矢津昌永・米倉二郎の中国地誌 
９) 岸田吟香 『清国地誌』 三冊､ 明治十五年 ()｡ 国立国会図書館ホームページの
近代ライブラリー所載｡
) 国立国会図書館の蔵書検索による｡
) 近藤圭造編 『輿地誌略』 六冊､ 阪上半七､ 明治十年 (

)｡ なお近藤は明治九年




していたと考えるのが自然である｡ 杉浦正 ()､ 前掲注７､ 頁｡
	) 矢津昌永について､ 最も徹底した学史的検討を加えているのが源昌久である｡ 本節
の記述も基本的に源の研究成果による｡ 源昌久 『近代日本における地理学の一潮流』
学文社､ 	年､ 	頁｡
に通い､ のち熊本師範学校に入学し､ 地理と英語を学んでいる｡ 歳の時､ 熊
本県で小学教師となり､ 歳で福井県の師範学校へ転じ､ 地理教育に従事する
こととなった｡ 歳の時に熊本の第五高等中学校へ移ったが､ この異動に前後








理学関係の講義を担当し､ 大正十一年 () に歳で死去した｡






ある｡ 明治三十年代前後のこの時期に矢津が出版したものには､ 『中学 日本地
誌』 (明治二十八年)､ 『新日本地誌』 (明治二十八年)､ 『中学 万国地誌』 (明治
二十九年)､ 『中学 地文学』 (明治三十年)､ 『新編中学地理 日本誌』 (明治三十
一年)､ 『新編中学地理 外国誌』 (明治三十二年)､ 『中地文学』 (明治三十二年)､
『中地理学』 (明治三十二年)､ 『新撰外国地理』 (明治三十四年)､ 『日本政治地
理』 (明治三十四年)､ 『新撰日本地理』 (明治三十五年)､ 『世界地理学』 (明治
三十五年)､ 『地理学小品』 (明治三十五年)､ 『新撰中地文学』 (明治三十六年)､
『高等地理 欧羅巴洲之部』 (明治三十六)､ 『高等地理 阿非利加洲部』 (明治三
十六年)､ 『高等地理 亜細亜洲』 (明治三十九年)､ 『大日本地理集成 全』 (明治




育課程に沿ったものである｡ また 『高等地理 清国地誌』 と同じ高等地理シリー
研 究 年 報 ()




) 矢津昌永 『高等地理 清国地誌』 丸善､ 明治三十八年 (	
)､ 	頁｡
) 源昌久 (		)､ 前掲注､ 頁｡
ズには､ ヨーロッパ・アジア・アフリカ・南アメリカ・韓国の地誌がある｡














学び､ 校友会誌に ｢支那統一｣ という文章を書くなど中国への関心が高かった｡
昭和三年に佐賀高校理科甲類から京都大学文学部史学科に進んだ｡ 大学では人
文地理学を専攻し､ 小川琢治､ 石橋五郎､ 喜田貞吉､ 小牧実繁､ 小野鐵二に学
んでいる｡ 卒業論文は ｢筑後川下流平野の開発｣ という歴史自然地理学的な地
誌をまとめている｡ 昭和六年に卒業して古賀正己の下で農学部教務嘱託として
研究を継続し､ 翌年､ 文学部の助手となる｡ この頃には条里を古代の農村計画
として捉える斬新な研究を展開していたが､ 初めての海外旅行として､ 小牧の
引率による教室旅行に参加し､ 満洲事変直後の中国北部を巡検している｡ また
日中戦争開戦前夜の昭和十一年には､ 台湾から福建､ 上海､ 江南地方を単身で
まわっている｡ 昭和十二年に和歌山高等商業学校に転出し､ 本格的に高等教育
に携わることとなった｡ 昭和十四年には北京から山西､ 蒙古高原､ 山東を調査





いる｡ 岡田俊裕 『日本地理学史論―個人史的研究』 古今書院､ 年､ 頁｡
) 出生から戦後までの略歴については､ 米倉自らの ｢回顧｣ による｡ 『米倉二郎先生
年譜・業績・思い出』 (米倉二郎先生退官記念事業会編・発行､ 年) 	頁｡







て従軍し､ シンガポール､ マニラ､ サイゴンで調査活動に携わり､ とくにイン
ドシナ半島の調査を行っている｡ 終戦はサイゴンで迎えた｡ 戦後､ 公職追放に
より故郷に戻り､ 佐賀において研究活動を継続した｡ 年に追放が解除され､
翌年､ 広島大学文学部の教授に迎えられた｡ その後､ 年の退官まで研究と
教育に務めた｡ 広島では集落地理学､ 歴史地理学を主要な領域として研究を進
め､ 主著となる 『東亜の集落』 () を出版している｡ また数次にわたるイ
ンド調査を組織した｡ 年に歳で逝去した｡












『清国地誌』 の出版に際して､ 岸田は次の広告を東京日日新聞 (明治十五年
研 究 年 報 (	)







省ノ高山､ 大川､ 名所､ 古跡ハ勿論､





































ノ地理書､ 近クハ､ スウィントン氏ノ地理書カッケンボス氏ノ歴史､ リッ
ピンゴット氏及ビ､ ビートン氏地理字典等､ 其他各種ノ地誌､ 及ビ歴史遊
記等ヨリ抄出スルモノ尠ナカラズ､ 特ニ欧洲ノ如キハ､ 各国ノ地理専書ア
リ､ 英文ニ訳セシモノニ就テ､ 抄録スルコト､ 最モ多シ､ 支那ノ如キハ､
洋書記スル所､ 沿海各処ノミ､ 内部ノ山川城邑､ 甚ダ詳カナラズ､ 故ニ内




近藤の 『輿地誌略』 は､ 全球誌略､ 東半球誌略､ 西半球誌略の３部構成で､
中国はこの東半球誌略に含まれている｡ 上は序文の執筆に際して参照した文献
に言及した部分で､ 洋書を渉猟し､ それらを抄訳したことが述べられている｡
研 究 年 報 ()
) 内田正雄編訳 『輿地誌略』 全四編十二巻､ 明治四年～十三年｡






まず全体の構成であるが､ 巻一は､ 清国輿地総説 (丁)､ 京師順天府及
直隷省 ()､ 山東省 ()､ 山西省 () からなる｡ 巻二は､ 河南
省 ()､ 江蘇省 ()､ 安徽省 ()､ 江西省 ()､ 福建省 (
	)､ 浙江省 (	
) からなる｡ そして巻三は､ 湖北省 ()､ 湖南省 (
)､ 陝西省 ()､ 甘粛省 ()､ 四川省 ()､ 広東省 (	)､ 広









保定府治ハ､ 京師ノ西南三百五十里､ 清苑県ニアリ､ 直隷省城ノ在ル所､
二州十五県ヲ領ス､ (中略) 此地､ 禹貢冀州ノ域､ 戦国趙ニ属ス､ 秦､
上谷､ 鉅鹿ノ二郡ハ郡､ 信都､ 中山三郡ノ地､ (中略) 域内大河ノ
如キ､ 安州城北ニ於テ､ 曹河徐河石橋河､ 一畝泉､ 滋河､ 沙河､ 鴉児河､
唐河ノ諸水ヲ合流シ､ 始テ易水ト名クルアリ､ (中略) 完県ノ馬耳山














その構成は､ 巻一が行政沿革表に始まり､ 分野､ 建置沿革､ 形勢､ 風俗､ 城
池､ 学校､ 戸口､ 田賦と続き､ 巻二は山川､ 巻三は古跡､ 関隘､ 巻四は津梁､
堤堰､ 陵墓､ 祠廟､ 寺観､ 名宦､ 巻五は人物､ 巻六は列女､ 仙釈､ 土産からなっ
ている｡ したがって 『清国地誌』 は､ ここから沿革と山川を抜き出し､ それを
軸に抄訳していることとなる｡ また記述レベルでも､ 『大清一統志』 の建置沿
革には ｢禹貢冀州之域､ 周属幽州､ 春秋戦国属趙､ 秦属上谷郡｣ とあり､ 山川





此地､ 三十年前､ 英人ト約シテ上海県ニ､ 外交貿易場ヲ開ク､ 上海ノ居民､
既ニ五十余万口ニ及ヒ､ 西洋各国､ 競テ入港シ､ 洋館石室､ 港中ニ相接ス､
繁華頗ル江南ニ於テ､ 巨指ヲ屈ス､ 此港､ 税関ヲ江海関ト名ク､ 昨光緒二
年ノ収税､ 三百二十五万両余ヲ清算ス､ 輸出貨ノ多キニ憑ルト雖トモ､ 輸
入鴉片ノ重税モ亦尠ナカラス､ 市中烟館ノ設ケアリ､ 妓ヲシテ客ヲ引キ､
鴉片ヲ吸ハシム､ 嗚呼国人千苦ノ膏滴､ タダ一吸半縷ノ烟ニ換フ､ 亦怪シ
研 究 年 報 ()
)《嘉慶重修一統志》巻十二～十七｡
) 岸田吟香 ()､ 前掲注９､ 巻二､ 丁｡
カラスヤ､ 近ク我ガ製､ 人力車大ニ行ハル､ 幾ント全国ニ遍キノ勢ヒアリ
































































業 (生業) の１項目として日清貿易をたて､ 明治二十七年以来の貿易額の変遷
表が付されていることをその一例として取り上げるだけで十分であろう｡ また




































研 究 年 報 ()
) 同上書､ 頁｡
) 石田龍次郎は､ 明治大正期の地理学を､ 中国方志の様式が地誌において命脈を保っ
たこと､ 自然地理学が人文地理学に先行していたことを指摘した上で､ 科学研究とし
ての展開が遅れていたことを指摘する｡ 石田龍次郎 ()､ 前掲注１､ 	
	頁｡
また､ 源昌久の書誌学的研究は､ 矢津を含めて個人レベルで当時の地理学の進展を明






































直訳ならざる､ 真の地政学書を書きたいと思ふ｣ と述べ､ 中国地理学の伝統で
ある沿革地理を援用する歴史地理学的な地政学を目指すとしている｡
この２つの原則は具体的な記述に如何に反映されたのであろうか｡ まず全体
の構成を概観しておこう｡ 総序の ｢新秩序の展開｣ に続く第一部満洲国は､ 満
洲史の地政学的概観､ 新秩序の長子―満洲国､ 満洲国土の自然的構造､ 満洲国
国民の構成､ 満洲国の産業立地､ 満洲の開拓の６章からなる｡ 第二部支那は､
支那の自然､ 漢民族生活圏の拡大と分裂､ 西力の侵略と支那の変貌､ 北支那と
その開発､ 中支那とその振興､ 南支那―南方圏の一環､ 西南支那と政権､ 西








研 究 年 報 ()














































は岸田吟香 『清国地誌』 (明治十五年)､ 矢津昌永 『高等地理 清国地誌』 (明治





であった｡ そこで､ 中国の伝統的地誌が伝える圧倒的な情報量を利用して､ 岸




研 究 年 報 ()
) 同上書､ 頁｡
津は中等教育用の地理教科書を多く出版した｡ 『高等地理 清国地誌』 はその一
冊である｡ その内容は､ 翻訳地誌と中国的体裁の段階から大きく歩を進め､ す
でに現在に連続する実証的な地誌となっていた｡
アカデミー地理学において訓練を受け､ 気鋭の地理学者であった米倉がまと











































研 究 年 報 (
)
) 子安宣邦 『｢アジア｣ はどう語られてきたか』 藤原書店､ 		年､ 頁｡
